
パブリック用手すり　軽量鉄骨下地　固定方法の特徴

※どの施工方法で行うかは下地を行う施工業者様（建築側）と事前打合せが必要です。

軽量鉄骨下地　手すり固定方法

取付けプレート溶接固定
壁仕上げ前に、手すり取付け
位置が正確に決まっている場
合、補強材に取付けプレートを
溶接する方法です。
建築図面に正確さを要しま
す。
壁仕上げ後に手すりの取付け
位置を変更できません。

ドリルねじで直接、軽量鉄骨
用取付金具に手すりを取付
けます。下穴用ドリルが不要
ですが、施工時に手すりに
傷を入れないよう注意が必
要です。（下穴をあけた方が
楽に施工できます。）
複雑な手すりの一人作業は
困難です。

取付金具に穴あけし、メカ
ナットを挿入、壁裏にナット
を取付けます。タップ加工が
できない場合や、失敗した場
合などにも対応できます。

軽量鉄骨用取付金具にタッ
プ加工を行い、ボルトやナッ
トで固定します。インパクトド
ライバーなどの工具を使用
しないので、手すりに傷を入
れる心配がありません。

事前にボルトをプレートにセッ
トし壁を仕上げます。壁仕上げ
後は手すりをナットで固定しま
す。
手すりに傷を入れる心配もあり
ません。

耐火壁
（木下地にできない場合）

耐火壁でない場合
（木下地）

ドリルねじセット メカナットセットボルトセット溶接セット

挟み込み固定・コーチねじ固定
ハンガーボルト固定

取付けプレート溶接固定

ボルト固定・ドリルねじ固定・メカナット固定
壁仕上げ前に、大まかな手すり取付け位置を決め、壁仕上げ後に正確な取付け位置を決めた
い場合の固定方法です。
補強材に軽量鉄骨用取付金具をドリルねじまたは溶接で固定します。
壁仕上げ後、取付けプレートの寸法の範囲内で手すりの取付け位置が調整できます。

軽量鉄骨下地用取付け金具

＜挟み込み固定＞

＜コーチねじ固定（ハンガーボルト固定）＞

ボードなど

ボードなどボードなど

ボードなど










